
甲第 号

奥田哲教学位請求論文

審 査 要
己 日

奈良県立医科大学



論文審査の要旨及び担当者

報告番号|甲第 氏名 奥田哲教

論文審査担当者 委員長 教 授 和中明生

委員 准教授 朴木寛弥

委員 教 授 田中康仁

(指導教員)

主論文

Bone ma町ow stromal cell sheets promote axonal regeneration and functional 

recovery with suppressing glial scar formation after spinal cord transection injury in 

rats 

(和訳)骨髄間葉系細胞シートはラット脊髄離断損傷後にグリア癒痕形成を抑制し、

軸索再生と後肢運動機能改善を促進する。

Akinori Okuda ， Noriko Horii-Hayashi ， Takayo Sasagawa ， Takamasa 

Shimizu ， Hideki Shigematsu ， Eiichiro Iwata ， Yasuhiko Morimoto ， 

Keisuke Masuda ， Munehisa Koizumi ， Manabu Akahane ， Mayumi Nishi ， 

Yasuhito Tanaka 

Journal of Neurosurgery Spine in press 2017 



論文審査の要旨

脊椎離断損傷に対する治療は困難を極め、臨床的にはこれまで有効な治療法

は未だ開発されていない。骨髄間葉系細胞のMSC) は安全性の確立された移植

ソースであるが、足場材料 (scaffold) を用いる方法ではその吸収過程で免疫反応

が引き起こされることが知られている。本研究は scaffold- free なBMSC シートを

作製し、脊髄完全離断ラットへの移植を行って、その軸索再生やグリア癒痕形

成抑制、運動機能改善に及ぼす効果を検証したものである。

F344 雌ラット骨髄からアスコルビン酸を用いて BMSC シートを作製し、 2mm

の欠損伴う胸髄離断ラットにゼラチンスポンジ(GS) を移植する群を GS 群、

BMSC シートを移植する群をシート群として免疫組織学的・行動学的評価を用

いて比較検討を行っている。

シート群は GS群に比して、有意に再生軸索数が多く、グリア癒痕面積が小さ

く、後肢運動スコアが高かった。本研究により、 BMSC シートの軸索再生、グ

リア癒痕形成抑制能、後肢運動機能改善効果が示された。

以上から、 BMSC シートは脊髄損傷の治療に有効なことが示された。本研究

は、脊髄再生分野の発展に大きく寄与する有意義な研究であると評価する。公

聴会での質疑応答も的確で、あり、参考論文と合わせて博士(医学)の学位に値

すると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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